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図１ 水蒸気前線の航空機観測概念図． 
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研究の概要 
観測が困難であった東シナ海東部海上のメソ対流系について，航空機観測による発生・

発達機構の解明を目的として研究を行った．雲解像数値モデルによる気象予測により飛行
経路を決定し，梅雨前線を横断するドロップゾンデ観測を行い，データ解析及び数値実験
により，梅雨前線の南側に複数の水蒸気前線が存在することを実証的に解明した． 

研 究 分 野：数物系科学 
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１．研究開始当初の背景・動機 ４．研究の主な成果 
 東アジアの湿潤な環境場で発生・発達す
るメソ対流系のなかでも，東シナ海東部海
上の梅雨前線付近で発生するものは，急速
に発達し東進して九州西岸に豪雨をもたら
すことがあるため注目されている．また，
海上のメソ対流系の水・エネルギー収支の
解明には下層の水蒸気分布構造の観測がな
いことから研究が進んでいなかった．これ
らの問題について,観測による実証的な解
明が求められている． 

 観測は，図１の概念図のように，梅雨前
線及びその南側の水蒸気前線を横断するよ
うに飛行し，高度 500m の気温，湿度，風向･
風速，鉛直流を測定した．その後上空 12km
からドロップゾンデを投下し，気温，湿度，
風向･風速の鉛直プロファイルを観測した． 
 
 
 
 
  

２．研究の目的  
  本研究は，東シナ海東部海上の梅雨前線

付近におけるメソ対流系の発生・発達機構
を航空機観測により明らかにし，雲解像数
値モデルを用いた解析により，水・エネル
ギー収支を明らかにすることを目的とする． 

 
2004 年６月 27 日の例では，図２の黒色

の破線の経路で観測し，星印の位置でドロ
ップゾンデを投下した． 

 
３．研究の方法 
  
 名古屋大学地球水循環研究センターで開
発している雲解像数値モデル（CReSS）を用
いた「航空機観測の飛行経路を決定する気
象予測システム」を，初年度に計算機を購
入し，2004 年６月の観測までに開発した．
開発した気象予測システムによる数値実験
の結果を鹿児島空港でネットワークを介し
て受け取り，梅雨前線及び水蒸気前線の推
定位置を横断する飛行経路を決定し，鹿児
島空港から航空機を発進させる観測を，
2004 年 6 月 24 日と６月 27 日及び 2005 年
６月 23 日と６月 24 日に実施した． 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

停滞前線（実線）：
天気図による
梅雨前線の位置

白抜きの停滞前線
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気前線の位置 

破線： 飛行径路 
☆印： ドロップ
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図２ 2004 年６月 27 日 09 時の GOES9 による赤外
画像と気象庁客観解析データによる 950 hPa の風
と収束域（赤色のコンター：7.5×10－5ｓ－1）． 



 高度 500m の観測では，図３に示したよう
に，梅雨前線及び水蒸気前線の位置に対応
して，風向･風速，温位，水蒸気混合比の急
変が確認された．ドロップゾンデ観測結果
及び数値実験結果から，梅雨前線の南側に
複数の水蒸気前線が存在しうることを実証
的に示すことができた． 

５．得られた成果の世界・日本における位
置づけとインパクト 

 独自に開発した雲解像数値モデルによる

気象予測システムを用いて飛行経路を決定

し，航空機によるドロップゾンデ観測を行

い，梅雨前線の南側のメソ対流系の発生・

発達機構に関する新たな知見を実証的に提

供できた．このことは，梅雨期の九州西岸

に発生する豪雨の予測法の改良に示唆を与

えるものである．本研究によって改良さ

れた雲解像数値モデルが公開され，国内

外にユーザーを広げ，東シナ海周辺の研究

者との体制を整えることができ，関連研究

分野の発展に寄与した．湿潤環境場のメ

ソ対流系の発生・発達機構の解明に糸口を

与えたことは国際的な貢献である． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図３ 2004 年６月 27日 08 時 54 分～09 時 56 分
の高度 500m における温位(PT)，水蒸気混合化
(QV)及び風向・風速の時間変化．航空機は図の
右から左へ飛行した．水蒸気前線（WVF)と梅雨
前線（BF）に対応する位置を▼で示した． 
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 図４ 流跡線解析結果．高度 500 m，東経

125.5 度上の 30 点の気塊を追跡した．グレー
スケールは高度変化を示す． 

 
 
さらに，梅雨前線帯のメソ対流系を中心

とした過去の観測データの解析から梅雨前
線の南側には背の低い対流性降水雲が多く
存在することを明らかにし，湿潤な環境場
における積乱雲の発達機構の解明を行った． 
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